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６/１８夏季要求人事課長交渉

交渉の主なやりとり
欠員の職場から深刻な訴え、早期の補充を求める
組合：今年度の職員定数は８年連続の増員で前年より５６名の拡

大となっているが、一方で欠員が埋まらない職場からの深刻な

声を聞く。（交渉参加者からの実態を訴える発言あり）年度途

中での新規採用を含めた積極的な増員を求める。

人事課長「追加募集等で欠員は早期に補充したい」
課長：新年度に欠員が生じている職場・職種があることは大変心

苦しく申し訳なく思っている。欠員等が生じている、児童福祉

司、児童指導員、職業訓練指導員等については、年度途中の採

用選考を実施し補充の努力をしている。また、事務・総合土木

など競争職種については、今後実施する上級試験において、前

倒し採用を調整していきたい。

近江学園・日野子家相など新築や開設職場の課題も
組合：近江学園では新築移転があり増員が図られたが、既に欠員

が生じており、全面的な棟の運営に至っていない。欠員の早期

補充と引続きの増員を図ってほしい。また、今年度に開設した

日野子ども家庭相談センターは、一時保護所が人員不足で一部

の開所にとどまっている。他事務所からの応援等で対応してい

るが、人的確保を進めてほしい。

課長：近江学園の欠員については、採用選考を実施しているとこ

ろ。引続き人員確保に努めたい。日野子家相については、現場

も訪問して状況を聞かせてもらっている。現場での人員確保の

努力もある中で、必要な対応をしていきたい。

人材確保策強化「中途採用の前歴換算を研究したい」
組合：滋賀県職員の募集においても、応募者が減少するなど、人

材確保が厳しい局面を迎えている。県職場において働く環境が

整備されていることが重要である。特に、経験者の応募や採用

が増加していることから、中途採用者の給与や昇任等でハンデ

が生じないような改善が必要である。

課長：労働市場が流動化しているという環境変化に対応していく

ためには、民間経験の長い方についても相応の初任給水準を確

保する必要性もあると考えられることから研究していきたい。

物価高・給与見直しは「勧告を踏まえて話し合う」
組合：急激な物価高の影響で我々の生活実態は相当厳しくなって

いる。大幅な給与改善を求める。また、人事院が検討している

「新たな給与制度見直し」も我々の給与に大きな影響を与える

ものと予想されるので十分な交渉・協議を求めておく。

課長：給与決定原則に基づいて、人事委員会の勧告が行われた場

合には、改めて皆さんと話し合いを行いたい。

冷房運転はどの職場でも時期時間に拘わらず適正温度で
組合：毎年のように猛暑が続く今日においては、労働安全衛生上、

冷房運転の適切な確保が必要となっている。職場からの意見も

たくさん聞いている。①庁舎の高層階などは冷房が入っていて

も高温になる。各職場で適正温度が維持できるようにすべき。

②時差出勤も実施されているので時間内は冷房運転をすべき。

③期間や時間で運転の判断をするのではなく、室温で運用を管

理すべき。

課長：職員や来庁者の健康が損なわれることがないよう、期間外

の運転も含め、弾力的に対応したいと考えている。時差出勤

時の対応などについては予算等との関係はあるが、担当課と

相談して適切な運用となるよう努めたい。地方機関について

も、県庁舎に準じて適切な運用となるように努めたい。

カスタマーハラスメント対応、具体の対策を提案
組合：カスハラは、県職場においても深刻な事例は多い。同一人

物から毎日の長時間の電話対応を迫られるなど業務に支障をき

たしている。このようなカスハラは職員のメンタルにも影響し、

離職に繋がりかねない。

課長：カスタマーハラスメントについては、重要な課題と認識し

ている。提案のあった電話の自動音声対応や名札の見直し等、

様々な対応が考えられることから研究していきたい。
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欠員補充｢追加募集や前倒し採用で対応したい｣
物価高･中高齢層･給与制度見直し｢継続交渉へ｣
中途採用の前歴換算「人材確保策として研究していきたい」
盆休 8/13日(火)～15日(木)､16日(金)含めた９連休推奨も

自治労県職は６月１８日、夏季

要求での人事課長交渉を実施しま

した。人事課長は、盆集中休暇に

ついて８月１３日（火）から１５

日（木）の設定を回答。土日祝を

含めて６連続休暇となります。

組合はさらに、欠員や人員不足の課題、今後の人員確保策の強化、

物価高に対応する給与改善等について要求しました。これらに対す

る明確な回答は現段階ではありませんでしたが、今後も通年で継続

した要求・交渉を進めて実現を目指します。

盆集中休暇の日程等の回答
〇盆集中休暇の日程

８月１３日（火）～１５日（木）の３日間

※１６日（金）を含めた９連休を推奨

（会議の設定を避けるなど所属への配慮を通知）

〇盆集中休暇における冷房運転の実施
盆集中休暇の期間中について冷房運転を実施する予定



ニッポンハム夏のギフトの特別斡旋
本格派（６種） 美ノ国（７種） ビーフカレー

【申込】本部書記局TEL077-528-4790【締切】７月１６日(火） ※赤字は組合員価格･送料無料

長年愛された
人気NO1の商
品！

4,320円
⇓

3,000 円

国産自社農場
で加工の限定
品！

5,400円
⇓

4,300円

牛肉をとろけ
るまで煮込ん
だカレー！

3,240円
⇓

2,100 円

びわ湖大花火大会(8/8)

大好評の観覧指定席券を斡旋します
組合員価格 4,500円（一般前売券価格6,300円）

申し込み：本部書記局まで(先着順 100枚限定)

メンタルヘルス対策の強化を
組合：どの職員も仕事に追われて余裕がない状態が毎日続いてい

る。係長も忙しく余裕がない状況で、職場のどこかでトラブル

があっても助けられない。できるだけ人を増やし、余裕をもた

せてほしい。

課長：研修の機会を通して、ラインケアによるメンタル不調者の

早期発見・早期対応の支援に取り組んでいる。今年４月からは

健康管理システムのポータルサイトを開設した。人的措置につ

いては、所属とも相談のうえ、必要な代替措置等に努めている

ところ。

“滋賀県パートナーシップ宣誓制度”踏まえて
組合：パートナーシップ宣誓制度の導入を検討していることは評

価するが、県職員に対しても手当や福利厚生の拡充を検討して

いただきたい。

課長：パートナーシップ宣誓制度については、当事者の思いに応

えるなどにより、すべての人の人権が尊重される社会の実現を

目的として、導入に向けた検討が進められている。県職員にお

いては、条例・規則等で事実婚を対象としている手当、休暇、

福利厚生制度について、同性パートナーを対象とすることを検

討している。
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滋賀県病院事業庁に申入れ
診療報酬改定に伴う賃金引上げを

生命・医療保険の見直し
個別相談会のご案内

ＵＳＪバスツアー残席あり
ＵＳＪ日帰りバスツアーの締切が近づいています。残席は少々

となっています。お早くお申込みください。

日 時 ：８月３日（土）

集合・帰り：県立総合病院 OR大津駅
申 込 先：本部書記局 TEL 077-528-4790

現在ご加入中の生命・医療保障について、ファイナンシャル

プランナーに相談しませんか。

「保険料が家計を圧迫しているので見直したい」「長い間、見

直していないので他の保障について知りたい」そんな方はぜひ

お申込みください。

持ち物：保険証券等の保障内容がわかるもの

料 金：無料 ※ご家族の同伴も可能です

申込み：右の二次元コードから

日程 会場

６月２６日（水）、２７日（木） 南部合同庁舎 組合事務所

６月２８日（金）、７月１日（月） 甲賀合同庁舎 組合事務所

７月３日（水）、４日（木） 高島合同庁舎 組合事務所

７月５日（金）、８日（月） 湖北合同庁舎 組合事務所

７月９日（火）、１０日（水） 湖東合同庁舎 組合事務所

７月１１日（木）、１２日（金） 東近江合同庁舎 組合事務所

７月１６日（火）、１７日（水） 滋賀県庁東館 本部書記局

２０２４年度の診療報酬改定で、ベースア

ップ評価料の新設と、入院基本料・初再診料

の引上げによる医療機関で働く職員の賃上げ

相当分が措置されています。県立病院におい

ても賃上げを確実に進めるため、自治労病院

労組は病院事業庁長に対して下記のとおり申し入れを行いました。

今後も交渉協議等を実施し、全ての職員の診療報酬改定に見合う

賃上げが行われるよう取組みを進めていきます。

【申入れの内容】

１．県立病院に勤務する全ての職員に対して、診療報酬改定に見合

う引上げを早期に行うこと。

２．県立病院に働く全ての職員において、年齢等による格差を設け

ることなく一律に引上げること。

３．具体の賃金引き上げについては、交渉協議を行い労使合意の上

で行うこと。
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